
墨 田 区（報道） 

                  令和8年4月16日 秋末 
～江戸と現代が調和する風景～ 

向島百花園に咲く春“サクラソウ”が見頃 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

《写真》①②展示会（4/15撮影）        

    

 

 

 

 

③園内からのぞくスカイツリー（4/15撮影） ④カルガモの様子（4/15撮影） 

 

 

 
 
 
 
 
《概要》都立向島百花園（サクラソウの展示は4月 19日（日）まで） 
  所在地：墨田区東向島3-18-3 
開園時間：午前９時～午後５時（入園は４時30分まで） 
入園料：一般150円 65歳以上70円（小学生以下及び都内在住・在学の中学生は無料）  

《問合せ》都立向島百花園 ℡ 03-3611-8705 
※お問合せは午後5時までにお願いします。（広報広聴担当 ℡ 03-5608-6220） 

墨田区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。 

 東向島駅西口から徒歩8分の場所にある、都立向島百花園（墨田区東向島 3-18-3）。住宅街の中にひ
っそりと佇むこの庭園は、江戸時代の面影を今に伝える貴重な空間です。 
園内では、風に揺れる花々が穏やかな時間を演出し、200 年に渡る歴史を感じさせてくれます。空を
見上げれば木々の向こうにスカイツリーが望み、江戸の風情と現代の象徴が同じ空間に共存する、ここ
ならではの風景を楽しむことができます。 
現在、園内では春の訪れを告げるサクラソウの展示会が開催されています。「さくらそう会」の方々に
より、ひと鉢ひと鉢大切に育てられたサクラソウたち。江戸中期から受け継がれてきた栽培技術により、
花弁の細やかな色彩や形の違いなど多彩な品種をみることができ、薄紅色に染まる可憐な花から、純白
に輝く気品ある姿まで、それぞれが異なる表情で春の喜びを奏でています。 
また、園内の池では子育ての季節を迎えたカルガモたちが、穏やかな水面に羽を休めています。梅雨
の頃には、愛らしい雛を連れた家族の微笑ましい散歩風景に出会えるかもしれません。 
都心にありながら四季の移ろいを肌で感じ、日本古来の草花や野鳥たちとの出会いを楽しめる向島百
花園。忙しい日常を忘れ、心静かに自然と向き合うひとときを過ごしに、ぜひお越しください。 
 


